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里
 

二
月
十
一
日
（
金
 

）
と
き
ど
き
吹
雪

o
 

 

、
 
去
る

二
月
九
日
の
 

「
i
 
ー
自
民
党
豪
雪
対
策
視
 

』
4
J
 
察
団
に
引
き
続
い
て
、
 

一
 
．
 
建
国
記
念
日
の
祝
日
 

に
か
か
わ
ら
ず
豪
雪

対
策
本
部
政
府
調
査
団

（
団長
、
 

佐
藤
国
土
庁
政
務
次
官
）
を
初

め
、
十
二
省
庁
十
六
名
と
、
県

豪
雪
対
策
本
部
副
本
部
長
北
村

副
知
事
ほ
か
三
十
数
名
が
来
庁

し
、
前
例
の
な
い
大
き
な
視
察

団
と
な
っ
た
。
 

ま
ず
、
副
知
事
か
ら
は
県
の

概
況
を
説
明
し
た
あ
と
、
私
か

ら
は
、
西
北
五
の
豪
雪
の
特
色

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
二
月
八

日
現
在
で
市
役
所
前
の
観
測
点

で
は
、
積
雪
量
一
五
〇

m、
一

〇
〇

m
よ
り
離
れ
て
い
な
い
建

設
省
工
事
事
務
所
一
九
二

m
、
 

毘
沙
門
農
業
セ
ン
タ
ー
ー
六
一
一
 

m
、
七
和
農
協
一
四
六

m
で
、
 

そ
の
最
高
と
最
低
の
違
い
ぱ
四

六

m
の
相
違
が
あ
り
、
こ
れ
は

シ
ベ
リ
ヤ
お
ろ
し
と
言
わ
れ
る

季
節
風
に
よ
っ
て
当
地
方
だ
け

に
見
ら
れ
る
特
異
な
現
象
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
昭
和
五
十
年
ま

で
市
内
唯
一
の
観
測
点
で
あ
っ

た
旧
五
農
校
は
、
季
節
風
の
影

響
で
降
雪
が
あ
っ
て
も
着
雪
に

至
ら
ず
、
自
治
省
が
交
付
税
算

定
数
値
の
積
雪
度
三
級
は
修
正

の
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
特
別
 
 

豪
雪
地
帯
指
定
の
主
旨
及
び
被

害
状
況
を
説
明
。
 

被
主
長
況
は
、

国
鉄
、
私
鉄

バ
ス
の
運
休
八
四
六
本

（
四
二
、
 

三
一
四
人
）
、
駅
の
滞
留
貨
物

五
、
六
六
九

t
 交
通
途
絶
の

部
落
数
は
延
一
四
九
部
落
、
被

害
金
額
一
九
億
七
七
九
三
万
円
、
 

重
軽
傷
者
各
一
、
臨
時
休
校
七

校
、
給
食
中
止
は
全
校
、
校
舎
 

破
損
五
校
：
市
の
除
雪
欄
係
費

用
約

一
億
四
九
五
十
万
円
等
に
 

つ
い
て
説
明
を
し
、
つ
い
で
豪

雪
対
策
費
に
係
る
財
政
援
助
方

と
、
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
、
雪

の
総
合
研
究
所
設
置
に

つ
い
て
 

そ
れ
ぞ
れ
陳
情
申
し
上
げ
た
。
 

直
ち
に
現
地
へ
直
行
、
毘
沙
 

門
地
区
で
は
佐
藤
団
長
が
真
っ

先
に
飛
び
降
り

一
同
も
こ
れ
に

従
い
視
界
零
の
地
吹
雪
を
体
験
 

さ
れ
て
そ
の
物
す
ご
さ
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
二

一
世

紀
の
日
本

の
未
来
の
た
め
に
は

土
地
と
水
の
あ
る
東
北
に
期
待
 

す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き

く
、
そ
の
た
め
国
策
と
し
て
の

克
雪
は
重
大
課
題
で
あ
る
と
カ
 

説
す
る
国
土
庁
次
官
だ
け
あ
っ
 

て
、
勇
気
あ
る
て
い
ね
い
な
ご

視
察
に
は
ま
っ
た
く
感
侃
し
た
 

予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
一
時
に

昼
食
を
と
り
お
送
り
し
た
ら
、
 

晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
お
ま
つ
り
広
 

場
で
開
か
れ
て
い
た
第
六
回
雪

ま
つ
り
に
参
加
し
た
子
供
達
の
 

喚
声
が
わ
っ
と
あ
が
っ
た
。
 

白魔との たたかい 津軽一帯を襲った記録的な豪雪は、市内にも甚大なツメ跡を残しようやく小康状

態を迎えた。これからは、融雪による河川の増水や家屋の浸水に注意したいものです。 （写真は錦町通りで） 
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政府調査団に雪害状況を脱明する佐々木市長 
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を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
 

漏
水
を
防
ぎ
、
節
水
に

つ
 

時
々
見
回
ち
こ
と
が
、
漏
水

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
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川
 

《
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ご一
s
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o
 

m
 

一

o
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1
2
 
配
程て
籍
、
羽目
一
 

一
声
が
『

鰭
麓
「
熊
」一
 

m
 さ
y
ーノ
‘こ
ー
叫
 
且
i
ォ
嘱
 

ぐ
，
 

d
 

m
 

岬
 
り
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
 

配
管
叱
て
あ
る
地
面
が
ぬ
・
“
 

一
読
鷺
」

土
じ
りDう
ち
 
護
譲
雄
録
製
い
一
 

！
 漏
水
部
分
は
日
に
日
に
大
 

て
い
る
と
こ
ろ
に
重
量
物
 
「
 

し
よ
トフ
。
 

＠
受
水
タ
ン
ク
 

”
 
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
 

方
 
使
ー
ノ

て
い
な
い
の
に
 

！
 

ポ
ン
プ
の
モ
ー
タ
ー
が
動
 

く
と
き
は
漏
水
が
あ
る
た
 

め
で
す
。
タ
ン
ク
に
ひ
び
 

？
 方
と
、
予
防
方
法
に

っ
い
 
方
 
割
れ
が

な
い
か
ど
う
か
、
 
「
 

メ
ー
タ
ー
を
見
れ
ば
す
ぐ
 

m
 と
き
は
新
し

い
蛇
口
に
と
 
ト

ル
指
針
（
赤
色
の
針
）
 
川
 

町
 

＠
水
洗

便
器
 

漏
水
を
発
見
し
た
と
き
は
 

当
課
ま
た
は
市
指
定
水
道
工
 

事
店
へ
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
 

（
水
道
 
課
）
 

く
だ
さ
い
 

＠
壁
、

羽

目
板
 

配
管
し
て
あ
る
壁
、
羽
目
 

板
が
ぬ
れ
て
い
る
と
漏
水
が
 

あ
り
ま
す
。
家
の
内
、
外
を
 

川
 

一
一hノ
●
『y●
】レ
ー
＋
‘
「
 
げ
中レ
つk
・
士
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互
 
川

と
め
る
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り
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し
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い
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配
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叱
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通
じ
ま
す
。
 

れ
て
い
る
と
き
、
漏
水
に
よ
 

漏
水
は
、
は
じ
め
の
う
ち
 

る
も
の
で
す
。
給
水
管
（
地
 

は
わ
ず
か
な
も
の
で
す
が
、
 

下
四
五
糎
米
程
度
）
が
埋
っ
 

町
 漏
水
部
分
は
日
に
日
に
大

町
 
き
く
な
っ
て
、
気
づ
か
な
 

か
え
り
、
思
わ
ず
高
額
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
 

が
止
ま
ら
な
い
と
き
は
、
 

す
。
早
期
発
見
、
早
期
修
 

方
と
、
予
防
方
法
に

つ
い

て
述
べ
ま
す
。
 

理
に
つ
と
め
て
い
た
だ
く
 

た
め
に
、
漏
水
の
見
つ
け
 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
水
 

す
ぐ
パ
ッ
キ
ン
の
と
り
か

え
か
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
毒
 

い
で
い
る
と
料
金
に
は
ね
 

ポ
ッ
タ
ン
ポ
ッ
タ
ン
に
 

＠
蛇
 
口
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えか、
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漏水の見つけ方と予防方法 

割
れ
が
な
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か
、
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い
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と
こ
ろ
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量
物
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す
。
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と
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露
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で
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漏
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で
も
、
 

口
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よ
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使
う
前
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一
報
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と
き
は
新
し

い
蛇
ロ
に
と

り
か
え
が
必
要
で
す
。
 

が
ゆ
れ
て
い
る
と
き
は
漏
水
 

に
水
面
の
動
き
に
気
を
配
る
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
使
う
前
 

使
っ
て
い
な
い
の
に
、
水
 

れ
ば
漏
水
が
あ
り
ま
す
。
 

川
 

を
み
て
、
針
が
動
い
て
い
 

ト
ル
指
針
（
赤
色
の
針
）
 

五
十
二
年
豪
雪
対
策
本
部
政

府
調
査
団
（
団
長
・
佐
藤
守
良

国
土
庁
政
務
次
官
ら
十
二

省
庁

十
六
人
）
は
、
さ
る
ニ
月
十

一

日
、
五
所
川
原
市
の
雪
害
を
視

察
し
、
市
か
ら
豪
雪
対
策
に

つ

い
て
の
要
望
、
陳
情
を
受
け
ま

し
夫
？
 

市
庁
舎
を
訪
れ
た
視
察
団
に
 

佐
々
木
市
長
は
、
 
「
八
日
現
在

雪
害
に
よ
る
人
的
、
建
造
物
等

の
被
害
は
＋
九
億
七
千
七
百
九

十
三
万
円
と
な
り
、
除
排
雪
轟

『
 

費
は
、
前
年
の
五
倍
の
一
億
四

千
九
百
五
十
万
円
に
迦
す
る
見

込
み
で
あ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。
 

そ
し
て
市
長
は
、
①
豪
雪
対

策
費
に
関
す
る
財
政
援
助
②
特
 

別
豪
雪
地
帯

の
指
定
⑧
）雪

の
総
合
研
究

所
設
置
に
関

す
る
三
通
の

陳
情
書
を
視
 

察
団
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
よ
り
先
の
、
二
月
九
日
 

自
民
党
豪
雪
対
策
本
部
（
団
長
 

県
で
は
、
厚
生
省
と
協
議
し

た
結
果
、
二
月
十
．一
日
夜
、
費

雪
の
市
に
災
害
救
助
法
を
適
用

し
、
母
子
家
庭
、
独
居
老
人
家

庭
な
ど
の
雪
お
ろ
し
も
救
助
対

象
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
弔
慰
金

の
支
給
、
援
護
資
金
の
貸
付
、
 

政
府
関
係
金
融
機
関
な
ど
の
融
 

・

上
田
稔
代
議
士
、
本
県
選
出

竹
中
、
津
島
、
竹
内
代
議
士
と

山
崎
参
院
議
員
）
の
一
行
も
市

の
雪
害
状
況
を
視
察
、
市
庁
舎

で
豪
雪
状
況
の
報
告
を
聴
い
た

あ
と
、
佐
々
木
市
長
か
ら
同
様

の
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。
 

資
条
件
の
緩
和
が
行
な
わ
れ
ま
 

．
す
o
 

し
か
し
、
市
で
は
、
同
法
に

よ
る
救
助
範
囲
が
極
め
て
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
雪
を

国
庫
補
助
の
対
象
に
し
た
り
、
 

所
得
税
の
雪
寒
控
除
が
必
要
だ

と
、
抜
本
的
対
策
を
望
ん
で
い
 

ま
す
。
 

「
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害
救
助
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適
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昭和52年（1977年）3 月 1日（395号） 広報ごしよがわら （第 3種郵便物認可） 

~ ※なお、今まで借入れしている方の返済金額、返済期間の延長 

r 	 変更もできますので詳しくは商工会議所においで下さい。 

このたびの豪雪により五所川原市に災害救助法が適用さ

れましたが、政府では災害復旧の特別貸付を行うことにな

りました。雪の影響による売上の減少、売掛金回収の遅延

経費の増大及び建物の被害等を受けた方が；この制度をご

利用できます。 

制度の概要 

1． 融 資 先 国民金融公庫弘前支店 

2， 取扱期間 52年 2 月12日から 6 カ月間 

3． 資金の使途 運転資金、設備資金 

4， 貸付限度 	1企業 1,200万 

5． 金 	利 年8.9% 

6． 貸付期間 10年以内 

7． 据置期間 必要に応じ 2 年以内 

8． 対 象 者 当市内で商工業を営む方 

r 豪雪災害融資制度のご案豊一 

五所川原商工会議所 

替
母

子
家
庭
等
も
対
象
に
多
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旧
市
内
か
ら

一
歩
足
を
運

べ
ば
、
普
通
に
見
る
こ
と
が

出
来
る
笹
で
す
。
 

五
所
川
原
市
を
は
じ
め
と

す
る
津
軽
地
方
で
は
、
五
月

の
節
句
に
な
る
と
、
こ
の
笹
 

を
使
っ
て
「
笹
餅
」
を
つ
く

り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
達
ぐ

も
よ
く
知
っ
て
い
る
筈
で
す
。
 

春
に
な
る
と
、
級
甲
田
山

と
か
岩
木
山
と
か
の
深
山
へ

出
か
け
採
っ
て
く
る
タ
ケ
ノ

コ
は
、
チ
マ
キ
ザ
サ
の
も
の
 

で
な
く
「
チ
シ
マ
ザ
サ
（
津

軽
で
は
根
曲
竹
と
俗
称
）
」
 

の
も
の
で
す
。
チ
マ
キ
ザ
サ

ュ
の
タケ
ノ
コ
は
 
「サ
サ
タ
ケ

ノ
コ
」
と
当
地
で
は
呼
ん
で

い
ま
す
。
 

一
般
に
、
チ
マ
キ
ザ
サ
（
 

稼
笹
・
別
名
ク
マ
イ
ザ
サ
）
 

は
低
地
で
、
チ
シ
マ
ザ
サ
（
 

千
島
笹
）
は
高
地
で
見
ら
れ

ま
す
。
 

チ
マ
キ
ザ
サ
（
イ
ネ
科
）
 

大
雪
か
ら
り
ん
ご
の
樹
を
守

り
ま
し
よ
う
。
 

昨
年
か
ら
降
り
つ
も
っ
た
大

雪
の
た
め
、
り
ん
ご
の
枝
折
れ

が
目
立
っ
て
き
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
暖
気
 

が
き
て
雪
が
し
ま
っ
て
く
る
と

枝
折
れ
被
害
が
さ
ら
に
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
今
の
う
ち
に
次
 

日
頃
の
心
配
ご
と

を
解
消
し
、
明
る
い

家
庭
生
活
を
築
い

て

も
ら
お
う
と
、
さ
る

二
月
十
四
日
、
市
民

文
化
会
館
で
開
か
れ

た
 
「一
日
総
合
市
民

相
談
所
」
 
には
、
さ

ま
ぎ
ま
な
悩
み
を
持

っ
た
四
十
八
人
の
市

民
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

相
談
に
は
、
市
内

十
の
関
係
機
関
、
十

八
人
が
あ
た
っ
た
も
 
 

の
こ
と
が
ら
を
実
施
し
ま
し
よ

よ
』つ
。
 

▽
樹
上
の
雪
の
重
さ
で
枝
が
 

折
れ
る
の
で
樹
上
の
雪
お
ろ
t
 

叫
 

り
ん
ご
の
樹
 
【
雪
害
】
 

枝
折
れ
に
注

意
を
 

を
し
ま
し
ょ
・つ
。
 

▽
雪
に
う
ま
っ
て
い
る
枝
は
 

堀
り
あ
げ
ま
し
よ
う
。
 

の
で
、
相
談
は
、
全
部
で
五
十

二
件
あ
り
ま
し
た
。
 

不
況
を
反
映
し

て
か
、
就
職
、
 

内
職
に
関
す
る
も
の
が
九
件
と

最
も
多
く
、
次
い
で
交
通
事
故
 

▽
雪
に
う
ま
っ
て
い
る
枝
で

不
用
の
も
の
は
早
目
に
切
り
落

と
し
て
大
枝
の
さ
け
る
の
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
 ▽

幼
木
の
ま
わ
 

り
の
雪
を
と
り
の
 

ぞ
き
ま
し
ょ
う
。
 

そ
の
際
に
ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ

た
め
よ
く
踏
み
か
た
め
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

に
関
す
る
も
の
六
件
、
相
続
に

つ
い
て
四
件
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
核
家
族
化
に
と
も
な

う
親
子
関
係
の
調
整
問
題
も
出

て
い
ま
し
た
。
 

投
票
所
入
場
券
は
、
配
布
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
あ
な
た
の
投
票
所
へ
お
出
で

下
さ
い
。
 

▽
投
票
時
間
 
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
 

▽
年
齢
要
件
 
昭
和
三
十
一
一

年
三
月
七
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
 ▽

住
所
要
件
 
昭
和
五
十
一

年
十

一
月
十
四
日
ま
で
に
五
所

川
原
市
の
住
民
基
本
台
帳
へ
登

録
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
方
 

▽
市
内
転
居
者
 
昭
和
五
十

二
年
二
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十

二
年
三
月
五
日
ま
で
に
転
居
届

を
し
た
方
は
、
前
住
所
の
投
票

所
で
す
。
 

な
お
、
選
挙
に
関
し
て
疑
問

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
あ
わ

せ
下
さ
い
。
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
電
話
（m》
2
1
1
1
番
、
内

線
3
2
7
、
3
2
8
、
3
2
9
、
 

3
3
0
番
）
 

生
活
環
境
 

4
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 
ー
 

わ
4
 

住
み
ょ
い
 

ん

H
 

環
境
づ
く
り
に

で
価
 

就職、内職問題が最高 
盛況だった総合市民相談所 

相談会場で 

「
ー
 

に
あ
な
た
の
一
西
本
を
ー
 

／
 

市
 
長
 

と
・
一、ー
、

三
ー
く
I
 

/
 

ノ
 

翫
鮎
 

投
票
日
、

三
月
六
日
 
ー
 
l
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な
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水
を
や
る
恵
美
子
さ
ん
ら

J
 

／
 

善
行

生
六
人
を

表
彰
レ
 

お 

し 

ら 

せ 

&
 

v さんが特賞に ＼ 
 	版画コンクール 	、 

市
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
は
、
 

こ
の
ほ
ど
開
い
た
定
例
会
で
次

の
六
人
の
善
行
生
を
表
彰
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
 

▽
三
橋
恵
美
子
さ
ん
（
栄

小

五
年
）
 

「花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
 
に自

主
的
に
参
加
。
湊
大
橋
の
西
側

に
置
か
れ
た

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

三
十
六
個
に
、
毎
日
母
の
協
力

を
得
て
バ
ケ
ツ
十
杯
分
の
水
を
 
 

や
り
続
け
ま
し
た
。
 

▽
片
岡
一
子
さ
ん
（
三
中
1
1
1
 

年
）
、
寺
田
弘
子
さ
ん
（
同
）
 

昨
年
十
一
月
、
地
元
民
を
不

安
に
し
て
い
た
痴
漢
を
、
協
力

し
て
冷
静
な
行
動
に
よ
り
警
察

に
通
報
、
逮
捕
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

▽
川
浪
弘
行
君
（
中
川
中
三

年
）
 

三
年
間
、
 一
日
も
欠
か
さ
ず
 
 

新
聞
を
配
達
、
し
か
も
、
ク
ー
フ

ブ
活
動
タ
続
け
、

学
業
に
も
熱

心
で
す
。
 

▽
乳
井
民
夫
君
（
五
一
高

一

年
）
 

昨
年
七
月
十

一
日
、
木
造
西

中
学
校
裏
の
海
岸
で
、
波
に
さ

ら
わ
れ
た
小
学
生
を
救
助
し
ま

し
た
。
 

▽
米
谷
あ
や
子
さ
ん
（
五
一

高
二
年
）
 

父
、
弟
と
の
三
人
家
庭
。
父

の
出
稼
ぎ
、
父
の
交
通
事
故
に

よ
る
東
京
で
の
入
院
な
ど
、
苦

難
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
中

学

一
年
の
頃
か
ら
家
事
万
端
を

引
き
受
け
、
弟
を
世
話
し
、
学

業
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。
 

全
日
本
年
賀
状
 
南

小
学
校
に
は
、

学
校
奨
励
賞

版
画
コ
ン

ク
ー
ル
 
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

（郵
政
省
主
催
）
 

◇
小
学
校
児
童
の
部
 

で
、

当
市
か
ら
次
 

▽
特
賞
（
日
本
郵
便
友
の
会

の
方
々
が
入
賞
し
、
 
 

協
会
奨
励
賞
）
 
三
上
真
貴
子
 

こ
の
ほ
ど
、
五
所
 

（南
小
六
年
）
▽
佳
作
 
佐
藤

川
原
郵
便
局
長
か
  

信
子
（
南
小
二
年
）
津
島
克
正
 

ら
賞
状
と
記
念
品
 

（
南小
五
年
）
小
田
桐
弘
始
（
 

が
伝
達
さ
れ
ま
し
  

同
五
年
）
奥
瀬
章
子
（
同
五
年
 

た
。
 

（応
募
総
数
 

）
斉
藤
豪
（
同
六
年
）
 

五
万
五
百
十
六
点
）
 

▽
準
佳
作
 
今
美
香
子
（
南
 

な
お
、
多
数
の
 

小
四
年
）
ほ
か
十
五
人
。
 

入
賞
者
を
出
し
た
 

◇
中
学
、
高
校
の
部
 

香
典
返
し
に
ー
 

寄
付
 

市
内
柏
原
町
、
 
「丸
キ
」
デ

パ
ー
ト
社
長
飛
島
慶
造
さ
ん
は
、
 

こ
の
ほ
ど
香
典
返
し
と
し
て
市

教
育
振
興
会
に
現
金
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

』
ー
 
得
税
の
申
告

ー
 

と
納
税
は
 

三
月
十
五
日
ま
で

昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
も
う
申
告
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
 

税
金
の
計
算
方
法
や
、
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
 

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
 

a
 

た
ら
お
気
軽
に
税
務
署
に
相
談
 

▽
佳
作
、
準
佳
作
 
小
山
内

靖
人

（五
一
中
二
年
）
 
（以
上

中
央
審
査
の
部
）
 

な
お
、
東
北
審
査
の
部
で
は
、
 

特
賞
（
県
教
育
長
賞
）
に
三
上

真
貴
子
、
佳
作
に
佐
藤
信
子

（
 

南
小
二
年
）
山
口
千
穂
（
同
五

年
）
笹
谷
靖
（
同
五
年
）
、
準

佳
作
に
高
橋
英
樹

（
同五
年
）
 

ほ
か
三
十
九
人
が
選
ば
れ
て
い
 

ま
す
。
 

（敬
称
略
）
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
確
定
申
告
期
間
中
は

税
務
署
、
市
町
村
役
場
の
ほ
か

に
、
税
理
士
会
や
商
工
会
議
所
 

・

商
工
会
な
ど
で
も
無
料
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
御

利
用
く
だ
さ
い
。
 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
 

誤
り
の
あ
る
申
告
を
し
ま
す
と
、
 

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

な
く
、
加
算
税
な
ど
余
分
な
税

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
申
告
す
る
と
き
に
よ

く
確
か
め
て
正
し
い
申
告
を
し

て
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
納
付
書

に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
告
書
と
い

つ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

＝昭和52年要鐘畿二奨学生を募る一 

志望者と関係者の皆さんノ＼ ー 財団法人教育振興会ー 

本会の奨学事業は、家計の都合で進学をあきらめようとしている

諸君のために、高等学校入学料と授業料相当額を給与および大学等、 

入学支度金（20万円限度）を貸与して、進学を支援し、修学の機会

をあたえることを目的として設けられています。 

出願の際は、先生や周囲の方々ともよくご相談下さい。 

1. 出願の資格 

特に人物、学業ともに優秀で、かつ健康であって、著しく学資

の支弁が困難であると認められる者であること。 

2． 奨学生の心得 

(1） 奨学生は本会の規程を守り、奨学生としての資質の維持向

上に努める必要があります。 

(2） 学業成積が不振であったり、性行状況が奨学生として適当 

’でないと認められると訓ま、奨学金の交付を打ち切られま

す。又家計が好転したときは、辞退してもらうことになり

ますムー 

3‘ 出願手続 

提出する書類は（1)奨学生願割2）収入等に関する証明書等です。 

なお学校長の推薦調書を必要とします。出願書類の提出期限は

学校の指示に従って下さい。 

4． 採否決定の時期と通知方法 

採用候補者及び補充候補者として決定した人へは、 3 月10日ま

でに学校長を通じ本人へ通知します。補充候補者は、採用候補

者が資格を失った場合のみ繰上げ補充されます。採用候補者及

び補充候補者で入学の確定した方は、速かに本会に連絡して下

さい。 

5． 願書について 

(1） 本会所定の願書によること。 

(2）貸与奨学生の連帯保証人は、父母兄姉が望ましいが、事情

によっては、これに代わる適当な人を選定してください。 

保証人は、成年者（60才未満の者）であって、将来本人と

連帯して弁済の責任を負います。保証人は必ずその人に自

署してもらってください。なお貸与金交付の際には保証人

の印鑑証明書の提出を必要とします。 

6． その他 

不明の点は、学校又は、本会（事務局 市教育委員会総務課内） 

に問合せしでください。 

赤
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1
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広
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紙
の
早
期
配
布
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協
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願
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ま
す
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